
【物理（解答）】 
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問 1 (1) ① 左手 ② レンツ

(2) ③ 0180 θ° −  ④ 90°

(3) ⑤ θ の正 ⑥ 90° ⑦ 2 cosN IBL θ=

(4) ⑧ f e→ ⑨ 
2 4

2cosB LN
R
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問 2 (1) ① 熱エネルギー ② 電気

(2) ③ 21.5 10×  ④ 21.5 10×  ⑤ 10  ⑥ 21.0 10×  ⑦ 41.5 10×  ⑧

37.5 10×  ⑨ 90

【物理（講評）】 

Ⅰ 例年通り小問集合が出題された。問４の計算が非常に厄介であった。 

  Ⅱ 摩擦を含む単振動からの出題であった。問３(b)の場合分けに気付けるかどうかが

鍵。 

  Ⅲ 発電機と電気自動車のエネルギー収支の問題であった。基本的な知識で解ける問題

だったため，しっかりと得点したいところであった。 

  Ⅰの難易度が高かったがⅡ，Ⅲは標準的な問題であり確実に得点したい。全体としては

昨年より難化であった。 


